
法人名 特定非営利活動法人アグリドッグレスキュー

活動名 子どもたちに犬の適正飼養を伝え、保護犬のいない世界を作る啓もう活動

SDGs推進活動助成

地球分野

　②　ワークショップ　：　保護犬の写真をもとに、その犬のきもちを想像してみるワークショップ。さらに保護犬が生まれてしまう要因などをセミナー形式で説明する機会を作りました。

　③　啓蒙パネル：保護犬の、保護直後の姿と終生飼養の里親家庭がみつかった後の姿を写真とエピソードで伝えます。BeforeAfterの差を見ることで、どんな人のもとで暮らすか

　　によって犬の暮らしや姿は全く別のものになることを伝えます。これによって犬の適正飼養の大切さを実感してもらう機会を作りました。

　①　元保護犬とのふれあい　：　実際に犬と触れ合うことを通じて、犬を身近なものに感じたり、命ある生き物であることを感じてもらう機会をつくりました

取り組んだ事業の具体的な内容・実施結果

上記課題を解決するためには、幅広い世代と接点を持つことが重要と考え、実現するために関係団体と交渉していくこととしました。

その結果、以下の啓もう活動の場を実現することができました。

１　中高生向け啓蒙セミナー：大宮国際中等教育学校のオープンキャンパスデイで啓もう活動を実施　　

２　小学生向け啓蒙セミナー：NPO法人　子ども地域ネットワーク所沢と連携し、小学生向けのワークショップを実施

３　春日部市での啓蒙セミナー：　埼玉県動物指導センター南支所と共催の譲渡会を開催、会場にて啓蒙パネルを使った活動を実施

４　アグリドッグレスキュー里親交流会での啓もう活動

５　SIPPO　Expo、ヘーベルハウス譲渡会　でのパネル展示による啓もう活動

事業実施により達成した成果の具体的な内容

啓もう活動の主な内容は以下の通りです。会場や対象者にあわせて、これらを組み合わせて啓もう活動を実施しました。

幼少期から学校の授業やイベント等を通じて犬の適正飼養を考えてもらい、将来的に動植物と人間の共生社会をつくることを若い世代に伝えます。

これまで保護団体は愛護センターに収容される犬をレスキューし、終生飼養の家庭につなぐ活動を続けてきていますが、収容犬は減りません。20％が幼齢犬であることか

らも背後には去勢せずに外で飼うといった誤った飼い方が原因と考えられます。犬を飼うことはある種生活習慣に根付いており、正しい飼い方を大人に伝えても、その常識

を覆すことは困難で、幼少期からの啓もう活動が必須と考えています。

そのため、上記課題を解決するためには、幅広い世代と接点を持つことが重要と考え、実現するために関係団体と交渉していくこととしました。

を、我々保護団体がレスキューしてきましたが、保護犬が生じる原因の一つが、適正飼養されないことにあると考えています。大人になる前の

事業実施報告書

助成事業の種類

 事業の目的

令和4年度の犬の殺処分数は約2,434頭。そのうち20％が幼齢犬です。「飼えなくなった」「アレルギーが出た」など人間の都合で捨てられる犬たち



実施エリアも広げながら展開させていきたいと考えています。

また、小学生向けのワークショップは子どもたちの反応もよく、手ごたえもあったことから、来年は夏休みの自由研究の宿題につながるようなワークショップに発展させ

地域社会への還元

小学生から大人まで、幅広い世代への接点を持ち、啓もう活動を実施しました。

特に埼玉県内においては関係団体と交渉し、小学生、中高生、大人までまんべんなく犬の適正飼養や、命の重さについての知識をお伝えすることができました。

また、ペットメディア「SIPPO」や、㈱ヘーベルハウスが開催する譲渡会など、当団体主催ではないイベントの機会においても啓蒙パネルを展示し、多くの人に

見ていただく機会を最大限に活用しました。

今後どのように事業を継続し発展させるか

今回制作したパネル等を活用し、譲渡会場などを活用して啓もう活動を定着させていきます。

費用面での工夫

パネルなど長期間使用できる形状のものとすることで、さまざまなイベントの場で啓もう活動を展開できるように工夫をしました。

また、ワークショップにつかうワークブックやパネルについてはデザインはプロの手に委ねましたが、構成や原稿執筆などは団体スタッフが執筆し、

限られた金額を有効に使えるよう、工夫をしました。



１ 収入の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 増減額 備考

Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ－Ａ

助成金 500,000 500,000 0

自己資金 70,900 60,393 △ 10,507

活動実施による収入等 0 0 0

その他 0 0 0

収入の部 合計 570,900 560,393 △ 10,507

２ 支出の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 増減額 備考

Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ－Ａ

会場費 0 0 0

通信運搬費 0 0 0

旅費交通費 60,000 103,660 43,660

消耗品費 0 0 0

備品費 0 0 0

委託費 510,900 456,733 △ 54,167

謝金 0

人件費 0 0 0

その他 0 0 0

支出の部 合計 570,900 560,393 △ 10,507

事業収支計算書
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